
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
公
益
社
団

法
人
南
信
州
地
域
資

料
セ
ン
タ
ー
理
事
長

吉
澤
健
）
に
は
様
々
な

と
こ
ろ
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
り
、
複
写
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
戦
前
ま
で
の

写
真
が
約
４
万
点
ス
ト

ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。
公

開
を
期
し
て
少
し
ず
つ

デ
ー
タ
化
し
て
整
理
を

続
け
て
い
る
が
、
昨
年

暮
れ
、
喬
木
村
の
旧
家

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ガ
ラ

ス
湿
板
撮
影
と
思
わ
れ

る
面
白
い
写
真
が
見
つ

か
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

貴
重
だ
と
思
わ
れ
た

写
真
の
裏
に
書
か
れ
た

メ
モ
は
、「
紀
元
二
千
五

百
三
十
四
年
即
チ
明
治

七
年
四
月
六
日
午
前
第

十
時

扇
町
牡
丹
小
路

ニ
於
テ
」
と
あ
り
、
写

さ
れ
た
人
物
の
名
前
の

肩
に
「
太
田
生
」「
病
院

生
」
と
付
さ
れ
、「
十
四

年
」「
十
六
年
」「
十
八

年
」
か
ら
「
二
十
三

年
」
ま
で
の
年
数
が
記

さ
れ
て
い
る
。

明
治
７
年
は
征
韓
論

政
変
の
最
中
の
１
８
７

４
年
で
あ
る
。
フ
リ
ー

マ
ン
が
横
浜
で
日
本
最

初
の
写
真
館
を
開
い
た

の
が
１
８
６
０
年
の
始

め
、
６２
年
に
は
坂
本
龍

馬
の
肖
像
写
真
で
著
名

な
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
シ
ェ

の
写
真
館
が
長
崎
に
開

業
す
る
。
そ
の
後
、
江

戸
・
京
都
・
神
戸
な
ど

で
進
取
の
気
性
を
持
っ

た
人
々
が
開
業
し
て
い

く
が
、
こ
の
写
真
が
裏

書
通
り
明
治
７
年
の
撮

影
だ
と
す
れ
ば
、
飯
田

下
伊
那
の
写
真
の
な
か

で
も
最
も
早
い
時
期
の

写
真
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ち
な
み
に
Ｍ
Ｓ
Ｃ

の
ス
ト
ッ
ク
で
一
番
古

い
と
思
わ
れ
る
写
真

は
、
ガ
ラ
ス
湿
板
の
入

っ
た
桐
箱
に
「
明
治
三

庚
午
年
九
月
」（
１
８
７

０
）
と
あ
る
の
で
、
こ

れ
よ
り
さ
ら
に
１４
年
前

の
写
真
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
新
し
い
情
報
に

敏
感
な
こ
の
地
域
の
人

た
ち
の
様
が
読
み
取
れ

る
。維

新
後
、
明
治
政
府

は
地
方
へ
の
西
洋
医
術

導
入
促
進
の
た
め
に
県

立
の
医
学
校
兼
病
院
を

つ
く
っ
て
い
く
が
、
信

州
で
は
明
治
５
年
県
令

永
山
盛
輝
の
号
令
で
、

松
本
病
院（
全
久
院
）が

で
き
、
つ
い
で
６
年
３

月
筑
摩
県
立
飯
田
病
院

（
飯
田
藩
物
産
会
所
）

が
開
設
し
、
西
洋
医
学

の
普
及
と
医
者
の
養
成

に
図
ら
れ
て
い
く
。
院

長
に
は
江
戸
の
医
学
館

の
教
官
だ
っ
た
江
馬
春

齢
（
岐
阜
県
人
）。副
院

長
に
太
田
良
瑞
（
用
成

・
代
々
飯
田
藩
医
）
が

任
命
さ
れ
た
。
小
林
郊

人
編『
下
伊
那
醫
業
史
』

に
は
「
幾
何
も
な
く
太

田
良
瑞
は
二
の
丸
へ
天

龍
病
院
を
新
築
し
て
独

立
」
そ
の
後
「
明
治

八
、
九
年
頃
遠
州
掛
川

病
院
長
に
転
じ
後
、
浜

松
病
院
長
と
な
っ
た
」

と
あ
る
。
浜
松
病
院
長

に
転
じ
た
の
は
後
の
研

究
で
明
治
７
年
４
月
と

判
明
し
て
い
る
。
ま
た

筑
摩
県
は
明
治
９
年
８

月
長
野
県
に
合
併
し
て

い
る
の
で
、
以
後
飯
田

病
院
は
下
伊
那
役
所
の

管
轄
と
な
り
、
明
治
１２

年
６
月
ま
で
続
い
た
。

さ
て
先
の
写
真
に
戻

る
と
、「
虎
岩
武
・
牧
野

春
郎
・
熊
谷
先
一
郎
・

松
井
亨
（
敦
の
誤
記

か
）」と
い
う
飯
田
下
伊

那
の
明
治
初
期
の
医
家

で
、
少
し
地
方
史
に
興

味
の
あ
る
方
に
は
お
馴

染
み
の
名
前
が
あ
る
。

小
林
郊
人
編
『
下
伊
那

醫
業
史
』
に
は
筑
摩
県

立
飯
田
病
院
第
一
期
生

に
は
虎
岩
武
・
牧
野
春

郎
・
松
井
敦
・
湯
浅
豊

五
郎
・
渡
辺
宏
な
ど
の

名
前
が
見
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
写
真
は

開
設
１
カ
月
後
に
筑
摩

県
立
飯
田
病
院
に
医
学

生
と
し
て
学
ん
だ
俊
英

た
ち
の
写
真
で
あ
ろ
う

と
推
定
さ
れ
る
。
写
真

の
「
病
院
生
」「
太
田

（
塾
）
生
」
は
病
院
に

学
ん
だ
者
と
、
も
と
も

と
太
田
良
瑞
の
下
で
学

ん
で
い
た
も
の
の
区
別

だ
ろ
う
。
す
で
に
開
業

し
て
い
る
医
者
も
聴
講

生
と
し
て
受
け
入
れ
て

い
た
ら
し
い
。
虎
岩
武

は
安
政
３
年
飯
田
藩
家

老
虎
岩
信
頼
啓
の
長
子

と
し
て
出
生
、
明
治
２７

年
８
月
３８
歳
で
病
没
し

て
い
る
の
で
、
写
真
の

「
十
八
年
」
は
明
治
７

年
撮
影
当
時
の
年
齢
で

は
な
か
ろ
う
か
。
虎
岩

は
こ
の
後
後
に
医
学
生

の
教
科
書
と
な
る
『
七

科
約
説
』（
明
治
１１
年
訳

出
）
を
太
田
良
瑞
と
と

も
に
訳
出
し
、
日
本
医

学
会
に
貢
献
し
た
。
ち

な
み
に
『
七
科
約
説
』

は
浜
松
市
で
は
「
市

宝
」
に
指
定
さ
れ
て
大

切
に
さ
れ
て
い
る
が
、

わ
が
郷
土
で
は
須
田
医

院
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
上

巻
の
み
が
下
伊
那
教
育

会
館
参
考
館
の
片
隅
に

ホ
コ
リ
を
被
っ
て
眠
っ

て
い
た
。

太
田
良
瑞
（
用
成
）

・
虎
岩
武
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
興
味
あ
る
物
語
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た

の
機
会
に
譲
る
こ
と
と

し
て
、
今
回
は
廃
棄
さ

れ
ゆ
く
写
真
１
枚
に
も

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背

景
が
あ
る
こ
と
を
お
伝

え
し
、
捨
て
る
写
真
が

あ
れ
ば
Ｍ
Ｓ
Ｃ
に
ご
一

報
を
請
う
願
う
次
第
で

あ
る
。
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筑摩県立飯田病院に学んだ俊英たちか（明治７年）

上記、写真の裏の「メモ書き」
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